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◆

二
〇
〇

四
年
外

国
人

学
生

の
た

め

の

ミ

ニ
進

学

説

明

会

実

施
概

要

主

催
：
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

協

力
：
日
本
語
教
育
振
興
協
会

【神
戸
会
場
】

開
催
日
時
：
平
成

一
六
年
七
月
四
日
（
日
）

一
〇
：
三
〇
～

一
六
：
三
〇

会

場
：
兵
庫
国
際
交
流
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
神
戸
市
中
央
区
）

参
加
機
関
：
四
一
大
学

・
短
期
大
学

来
場
者
数
：
六
三
名

【東
京
会
場
】

開
催
日
時
：
平
成

一
六
年
七
月

一
一
日
（
日
）

一
〇
：
三
○
～

一
六
：
三
〇

会

場
：
東
京
国
際
交
流
館

プ
ラ
ザ
平
成
三
階
ホ
ワ
イ
エ
（
東
京

都
江
東
区
）

参
加
機
関
：
五
八
大
学

・短
期
大
学

来
場
者
数
：
六
九

一
名

本
ミ
ニ
進
学
説
明
会
の
実
施
は
今
回
が
第

一
回
と
な
る
。
七
月
末
の

日
本
留
学
試
験
（
E
J
U
）
の
応
募
締
切
り
前
に
E
J
U
の
周
知
を
か

ね
て
実
施
し
た
。

八
月
下
旬
に
実
施
し
て
い
る

「外
国
人
学
生
の
た
め
の
進
学
説
明
会
」

の
縮
小
版
と
い
う
こ
と
で
、
大
学

・
短
期
大
学
は
入
学
情
報
の
提
供
と

い

っ
た
資
料

の
み

の
参
加

に
な

り
、
相

談

は
本
機
構

職
員

及
び
協

力
団

体
職
員

が
、
進
学
相
談

と

い
う
形

で
対
応

し
た
。

会

場

に
は
、
各
参

加
大

学

・
短

期
大

学

の
個
別
資

料
を

展
示

・
配
布
す

る
大

学

・
短

期
大

学

コ
ー
ナ

ー
、
本
機

構
作

成

の
印

刷
物

及
び
資

料

の
配
布
を

行
う

無
料
資

料

コ
ー

ナ
ー
、
来

場
者

の
個
別

進
学
相

談
を

行
う
相

談

コ
ー
ナ

ー
、
日

本
留
学

試
験

関
連

の
書
籍
等

を

販
売
す

る
書
籍

販
売

コ
ー
ナ
ー
を

設
置

し
た
。
東
京

会
場

で
は
、

本
機
構

東
京

日
本

語
教
育

セ

ン
タ
ー

の
大
学
院

進

学

説
明

会
と
合

同

で
行

っ
た
こ
と
も

あ
り

、
想
定

数
を

上
回

る
来
場

者

数
と

な

っ
た
。

今
回
第

一
回
と

い
う

こ
と

で
、
十

分
広

報

・
周
知

で
き
な

か

っ
た

こ

と
も
あ
り

、
大

学

・
短
期
大
学

の
担

当

者
が
来

て

い
な

い
こ
と

で
が

っ
か
り

す

る
来
場
者
も

い
た
が
、

日
本
留
学
試

験

が
七
月
末

で
締

切
り
に
な

る
と

い
う

こ

と
を
周
知

で
き

た
こ
と
、
同
時
期

に
応

募
締
切
り

に
な

る
大

学
院

の
入
学

の
情

報
を
適
時

に
提
供

で
き

た

こ
と

で
こ
の

ミ

ニ
フ

ェ
ア
の
意
義

、
方
向

性
が
明
確

に
な

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

◆

二
〇

〇

四
年

日
本

留

学

フ
ェ

ア
（

台

湾
）

実
施

概

要

主

催
：
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

後

援
：
財
団
法
人
交
流
協
会
、
亜
東
関
係
協
会

協

力
：
日
本
奨
学
金
留
学
生
聯
誼
会
、
台
湾
留
日
同
学
会
、
財
団

法
人
語
言
訓
練
測
験
中
心

開
催
都
市
：
台
湾
（
高
雄

・
台
北
）

参
加
大
学
：
五
六
大
学
（

一
五
国
立
大
学
法
人
、

一
公
立
大
学
、
四
〇

私
立
大
学
）

【高
雄
会
場
】

開
催
月
日
：
平
成
十
六
年
七
月

一
六
日
（
金
）

一
三
：
○
○
～
二
〇
：
○
○

開
催
会
場
：
高
雄
工
商
展
覧
中
心

来
場
者
数
：
五
七
〇
名

【台
北
会
場
】

開
催
月
日
：
平
成

一
六
年
七
月

一
八
日
（
日
）

一
一
：
○
○
～

一
八
：
○
○

開
催
会
場
：
台
北
世
界
貿
易
中
心

来
場
者
数
：
二
、
九
二
〇
（
前
回
二
、
五
四
九
名

平
成

一
四
年
度
七

月
六
～
七
日
開
催
）

台
湾
に
お
け
る
日
本
留
学
フ
ェ
ア
は
、
平
成
五
年
度
の
第

一
回
目
か

ら
数
え
て
今
回
で
七
回
目
、
二
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

今
回
は
初
め
て
、
日
本
語
教
育
振
興
協
会
、
全
国
専
修
学
校
各
種
学

校

総
連
合

会
、

東
京
都

専
修

学
校
各

種
学

校
協
会

主
催

の
日
・

専

フ

ェ

ア
と

同
時

に
開

催

し
、
参

加
機

関

数

は
、
大

学

、

日
本

語

教
育

機

関
、

専

修
学

校
あ
わ

せ

て

一
一
六
機
関

と
な
り

、
大

規
模
な

フ

ェ
ア
と
な

っ

た

。台
湾

で
は
従
来
か

ら
明
確
な
留

学
目
的
を

持

っ
た
来

場
者
が
多

い
が
、

今

回
も
各

ブ

ー

ス
で
は
密
度

の
濃

い
面
談

が
行

わ
れ

て

い
た
。
会

場
内

に
長

く
留

ま

る
学

生
が
多

く

、
受

付

で
配
布

さ

れ
た

ブ

ー

ス
ガ
イ

ド
、

中
国
語
繁
体
字

版
、
各

ブ
ー

ス
で
集

め
た
学

校
案
内

や
募

集
要

項
を
広

げ

て
調

べ
物

を
す

る
熱
心

な
姿

や
、
子

弟

の

た
め

に
来
訪

し
た
父
兄
が
質
問
を

し
て

い
る
姿
が
目
立

っ
た
。

ま

た
、
今

回
初

め

て
、
台
湾

に
お

け
る

日
本
留
学

フ

ェ
ア
専

用
サ
イ

ト

を
立
ち

上
げ
、
広
報

を
行

っ

た
。

相談コーナーでは進学全般の
相談に対応した（神戸会場）

熱心に相談する学生達（東京
会場）

日本学生支援機構ブース（台北）

オリエンテーション会場（台北）


